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平成２５年度新生児聴覚検査実施状況のまとめ 

 

平成２６年１２月 

鳥取県福祉保健部子育て王国推進局子ども発達支援課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※この調査は、出産のための入院中に実施した検査結果をとりまとめたものであるが、出産

した病院から NICU へ転院した場合、医療機関が異なる場合があるため、検査実施機関を「NICU

入院児を除いた状況」と「NICU 入院児」に区分して調査したものである。 

 

１ 新生児聴覚検査実施状況 

・県全体の検査実施率は、９８．６％(前年度比１．８％増)となった。 

 

 

（１）NICU 入院児を除いた状況 

 ①実施状況 

・検査実施率は９８．９％であり、前年度と比べ１．８％増加した。 

（Ｈ２２年度：９３．４％、Ｈ２３年度：９３．６％、Ｈ２４年度：９６．８％） 

・未実施の理由は転院（NICU 含む）の他に「費用がかかるため、保護者が希望しない」

が多かった。 

・実施率を圏域別で見てみると、東部は９８．７％（前年度比０．１％減）、中部圏域は

９７．３％（前年度比０．３％減）西部圏域は９９．７％（前年度比５％増）となって

いる。 

・精密検査紹介件数は、確認検査（1 ヶ月検診時）でリファーとなった児を精密検査機

・新生児聴覚検査は、聴覚障がいを早期発見し、早期に児及び保護者に支援を行うことを目的として実施し

ている。 

・平成２５年度は、県内の分娩取扱産科施設１６か所について実施状況の調査を行った。（※昨年の検査未

実施施設１は H25年秋から検査を開始） 

・県全体の検査実施率は、年々上がってきており、平成２５年度は９８．６％(前年度比１．８％増)となった。 

・このことは、医療機関等のご理解とご協力により、保護者の理解が進んだことによるものと考えており、新

生児聴覚検査の早期発見及び早期支援体制の構築に繋がっている。 

年度 

検査実施状況 

出生、入院

児数（人）

（A) 

検査件数 

（件） 

（B） 

実施率 

（％） 

（B／A） 

２５年度 5,731  5,648  98.6% 

２４年度 5,690  5,506  96.8% 

２３年度 6,073  5,682  93.6% 

２２年度 5,837  5,449  93.4% 

２１年度 5,608  5,205  92.8% 
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関へ紹介した件数である。 

 

医療機関
出生児数

検査
件数

実施率 パス
　0

リファー リファー
率

パス
　0

リファー 県外
耳鼻科

その他

東部 2,108 2,080 98.7% 2,043 37 1.78% 25 12 ※1 12 1 0

中部 891 867 97.3% 864 3 0.35% 0 0 0 3 0

西部 2,173 2,166 99.7% 2,146 20 0.92% 6 14 14 0 0

合計 5,172 5,113 98.9% 5,053 60 1.17% 31 26 26 4 0

圏
域

検査実施状況 入院中検査 確認検査(1ヶ月健診時) 精密検査紹介数

県内
耳鼻科

 

※検査結果：パス→正常、リファー→要再検査 

※1：確認検査ではパスしたが、精密機関で検査し片耳難聴となったケースを含む。 

 

②検査機器別実施状況     

県全体としての検査機器ごとのリファー率は下表のとおりである（併用は AABR に計上）。 

検査実施１６施設のうち、AABR 使用は９施設（５６．３％）、OAE 使用は５施設（３１．

２％）、併用２施設（１２．５％）である。 

3,868 14 0.36%

1,245 46 3.69%

5,113 60 1.17%

4,997 36 0.72%

検査機器 検査件数
（B）

リファー
（C）

リファー
率

（C/B）

ＡＡＢＲ

ＯＡＥ

25年度合計

（参考）24年度合計  

 

 

（２）NICU 入院児の状況 

   ・全体の検査実施率は、９５．７％であり、昨年度と比べ０．３％減少した。 

・実施率を圏域別で見てみると、東部が９１．４％（前年度比１．４％減）、中部は９２．

５％（前年度比１．４％減）、西部は１００％（前年度同比）となっている。 

医療機関
入院児数

検査
件数

実施率 パス リファー リファー
率

県内
耳鼻科

県外
耳鼻科

※その他

東部 220 201 91.4% 196 5 2.5% 3 0 2

中部 67 62 92.5% 62 0 0.0% 0 0 0

西部 272 272 100.0% 266 6 2.2% 6 0 0

合計 559 535 95.7% 524 11 2.1% 9 0 0

精密検査紹介数

圏域

検査実施状況 検査結果

 

   ※NICU 医療機関では、すべて AABR を使用。 

※その他：死亡１，多発性奇形により人工換気中１ 

 

 

２ 精密検査実施状況 

※併用は AABR に計上 
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（１）NICU 入院児を除いた状況 

①精密検査の受診状況 

 新生児聴覚検査の結果、県内の産科が県内精密機関（※）を紹介した件数は２６件であっ

たが、精密検査機関を受診したのは２８件だった。（産科が紹介した件数＜精密検査実施件数） 

   

受診状況

県外医療機
関から紹介

その他
精密検査
受診者数

東部 0 0 16

中部 0 0 1

西部 0 0 11

25年度小計 0 0 28

（参考）24年度小計 8

14

圏域

26

8

県内産科か
らの紹介

12

0

精密検査紹介数（1ヶ月健診）

 

 ※：県立中央病院、日赤病院、県立厚生病院、鳥取大学医学部付属病院、労災病院の５機関 

 

②実施状況 

出産のための入院中の検査でリファーとなっていた児が、精密検査の結果、正常とされ

たいわゆる偽陽性は、全体で２６例中９例、AABR では１０例中３例（３０．０％）、OAE

では、１６例中６例（３７．５％）であった。 

県内産科か
らの紹介

県外産科か
らの紹介

検査機器 結果 人数 一側難聴 両側難聴 正常
確定診断

未

一側ﾘﾌｧｰ 5 2 1 2 2

両側ﾘﾌｧｰ 5 0 4 1 0

一側ﾘﾌｧｰ 13 5 3 5 0

両側ﾘﾌｧｰ 3 0 2 1 0

26 7 10 9 2

スクリーニング結果 精密検査結果

全県 28 0

ＡＡＢＲ

ＯＡＥ

合計  

 

 ③難聴児の聴力の内訳と紹介件数 

   NICU 入院児を除いた難聴児の聴力の内訳は以下のとおりである。県内の聾学校への紹介

は４件、県外の難聴児教育施設へ紹介された事例は２件だった。 

  

県内の
聾学校へ

県外の難聴
児教育施設
等へ

その他

軽度難聴 3 1

中程度難聴 2 7 4 2 0

高度難聴 2 1

7 9 9 3 4 2 0

全県 9 3

合計

程度 一側難聴 両側難聴 正常 ※不明

紹介件数

 

 

（２）NICU 入院児の状況 

※不明：確定診断未 2、ドロップアウト 1 
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①精密検査の受診状況 

 新生児聴覚検査の結果、精密機関への紹介は９件あり、精密検査機関を受診したのは３件

（県外からの紹介１件を含む）だった。 

受診状況

県外医療機
関から紹介

※その他
精密検査
受診者数

東部 2 0

中部

西部 1 3

25年度合計 1 2 3

（参考）24年度合計 0 8

圏　域

6

9

8

3

0

県内NICUか
らの紹介

精密検査紹介数

 

※その他：死亡１，多発性奇形により人工換気中１ 

 

②実施状況 

出産のための入院中の検査でリファーとなっていた児が、精密検査で正常とされたいわ

ゆる偽陽性は３例中０例（０％）であった。 

検査機器 結果 一側難聴 両側難聴 正常
確定診断

未

一側ﾘﾌｧｰ 0 2 0 0

両側ﾘﾌｧｰ 0 1 0 0

0 3 0 0

県内NICUか
らの紹介

県外医療機
関からの紹

介

スクリーニング結果 精密検査結果

全県 2 1 ＡＡＢＲ

合計
 

 

 ③難聴児の聴力の内訳と紹介件数 

NICU入院児の難聴児の聴力の内訳は以下のとおりである。県内の聾学校への紹介は１件、

県外の難聴児教育施設へ紹介された事例はなかった。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

３．市町村及び保健所訪問指導実施状況 

  市町村保健師が新生児訪問の際に保護者から受けた相談件数である。 

いずれのケースも新生児訪問時、確認検査でリファーとなり精密検査を勧められたとの相談

に対し、専門機関への受診を勧めている。 

 

県内の
聾学校へ

県外の難聴
児教育施設
等へ

軽度難聴 0 2

中等度難聴 0 1

高度難聴 0 0

0 3 1 0合計

程度 一側難聴 両側難聴

紹介件数

全県 1 0
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新生児ｽｸ
ﾘｰﾆﾝｸﾞ実
施医療機
関から

聴覚精検
実施医療
機関から

保健所か
ら

その他の
機関から

東部圏域市町村・保健所 5 0 0 0 0 5 0 0 0

中部圏域市町村・保健所 0 0 0 0 0 0 0 0 0

西部圏域市町村・保健所 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 0 0 0 0 5 0 0 0合計

その他の
経路によ
る相談

電話相談
区分

相談
件数

関係機関からの指導依頼

新生児訪
問での相

談

健診・予
防接種等
の場

 
 

 

４．療育・教育指導実施状況 

  県内精密検査機関から５件、その他の２件は紹介ではなく、聾学校を知っていた保護者が自

発的に相談に来たものである。 

  

耳鼻科医 保健師
その他

聾学校 5 0 2

その他 0 0 0

合計 5 0 27

療育・教育機関 人数

紹介者

7

0

 

 

 


